
コッコちゃん通信第3号
2025年

7月20日発行

— 議 — 会 — 報 — 告 —

発行者／広野ゆうじ事務所　雲南市木次町寺領275番地
　　　　TEL 0854-42-2524　FAX 0854-42-3214　携帯 090-1687-5616
　　　　メールアドレス y-hirono@bs.kkm.ne.jp　ホームページ https://hironoyuuji.jp

広野ゆうじの

　

２
０
２
５
年
５
月
30
日
か
ら
６
月

６
日
に
か
け
て
、
市
内
４
か
所
（
木

次
町
日
登
地
区
、
西
日
登
地
区
、
温

泉
地
区
、
吉
田
町
）
に
お
い
て
、
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
合
計
62
名
の

市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
議
会
報
告
会
で
は
、
立
候
補

し
た
時
の
7
つ
の
公
約
や
、
令
和
６

年
12
月
定
例
会
、
令
和
７
年
３
月
定

例
会
、
一
般
質
問
の
内
容
、
財
政
問

題
等
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
の
、
質
問
や
意
見
で

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

①
島
根
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て

②
竹
林
被
害
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
木
次
線
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

④
大
型
圃
場
整
備
に
つ
い
て

⑤
加
茂
文
化
ホ
ー
ル
の
改
修
に
つ
い
て

⑥
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
つ
い
て

⑦
食
の
杜
か
や
ぶ
き
の
家
に
つ
い
て

⑧
主
要
県
道
安
来
木
次
線
に
つ
い
て

⑨
木
次
体
育
館
に
つ
い
て

⑩
捕
獲
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
に
つ
い
て

⑪
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

⑫
企
業
誘
致
に
つ
い
て

⑬
住
宅
団
地
に
つ
い
て

⑭
小
・
中
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

⑮
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

⑯
消
防
団
・
消
防
機
庫
等
に
つ
い
て

⑰
災
害
復
旧
に
つ
い
て

⑱
水
田
農
業
問
題
に
つ
い
て

議
会
報
告
会
開
催

令
和
７
年
６
月
定
例
会

雲
南
市
議
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

根
絶
条
例
の
制
定

広
野
ゆ
う
じ
の

令和7年度６月　一般会計補正予算

316億9,918万円（補正額　　　5億7,918万円増）
（対前年度　16億8,582万円減）

主な予算　脱炭素社会構築推進事業	 2,195万円（補正後　2,478万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（温浴施設等の省エネ・再エネ化可能性調査等）
　　　　　公園施設整備事業	 	 7,800万円（補正後　1億5,000万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加茂公園、大東公園スコアボード等）
　　　　　社会福祉施設整備事業	 1億5,917万円（新規）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加茂健康福祉センターの熱源施設改修）
　　　　　道の駅さくらの里きすき活性化整備事業	 1億7,654万円（新規）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公園・駐車場整備、たんびにきて家改修工事等）

広 野 ゆ う じ の

一 般 質 問

一般質問
アーカイブ

　
　

地
域
計
画
は
、
地
域
農
業
の
将

来
の
在
り
方
と
、
目
標
地
図
を
明
確

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
業
が
し

や
す
く
、
手
間
や
時
間
、
生
産
コ
ス

ト
を
減
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
農

地
の
集
約
化
等
の
実
現
に
向
け
、
地

域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
話
し

合
い
、
次
の
世
代
に
着
実
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
の
「
地
域
計
画
」
に
は
、
荒
廃

農
地
も
入
っ
て
お
り
、
十
分
に
地
域

と
協
議
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

地
域
に
寄
り
添
っ
て
、
早
急
に
「
地

域
計
画
」
を
見
直
し
、
農
地
の
集
約

化
ま
た
は
集
積
を
行
っ
て
ゆ
く
道
筋

を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　

今
回
の「
地
域
計
画
」策
定
に
は
、

十
分
な
話
し
合
い
が
で
き
て
お
ら
ず
、

今
後
は
、
地
域
に
寄
り
添
っ
て
、
見

直
し
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。
又
、

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
こ
れ
ま

で
、
農
地
の
集
積
が
進
ん
で
こ
な
か
っ

問答

農
業
の

　
地
域
計
画
に
つ
い
て

質 問
1

⑲
林
業
対
策
に
つ
い
て

⑳
人
口
減
少
と
事
業
承
継
に
つ
い
て

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
、
ご
質
問
、
ご

要
望
、
ご
意
見
等
を
お
伺
い
し
、
時

間
が
足
ら
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

　

今
回
の
、
皆
様
の
ご
意
見
等
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
議
員
活
動
を

通
し
て
、
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
、
同
様
の
報
告
会
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

参
加
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
他

地
区
に
お
い
て
も
、
ご
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
６
月
定
例
会
が
６
月
22

日
か
ら
15
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
条
例
そ
の
他
９
件
、承
認
７
件
、

報
告
10
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

又
、
議
員
発
議
２
件
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
３
月
定
例
会
で
の
「
雲

南
市
議
会
の
綱
紀
粛
正
に
関
す
る
決

議
」
に
続
き
、
今
定
例
会
に
お
い
て
、

「
雲
南
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
条

例
の
制
定
」
の
議
員
発
議
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
よ
り
一
層
、
議
員
一
同
、
政

治
倫
理
の
向
上
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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た
が
、
今
後
は
、
今
暮
ら
し
て
い
る

農
家
の
方
や
、
新
規
就
農
者
、
あ
る

い
は
、
地
域
に
合
っ
た
農
業
の
取
組

の
提
案
等
行
い
な
が
ら
、
農
地
の
集

積
又
は
集
約
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

中
小
零
細
企
業
は
、
こ
れ
ま
で

継
続
さ
れ
て
き
た
事
業
の
持
続
的
発

展
、
起
業
と
新
規
事
業
へ
の
展
開
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
労
務
費
を

含
む
諸
物
価
高
騰
に
対
す
る
適
正
な

価
格
転
嫁
（
値
上
げ
）、
生
産
性
を
高

め
る
た
め
の
合
理
化
と
労
働
力
の
確

保
、
円
滑
な
事
業
承
継
が
必
要
。
こ

れ
ら
３
点
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
、

寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

適
正
な
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
は
、

県
や
支
援
機
関
等
で
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
、
紹
介
し
て
い
る
。
今

後
は
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
を
含
め
て
、
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
く
。
賃
金
の
引
き

問答

（
金
属
工
業
）」、
同
じ
く
新
潟
県
上

越
市
の
「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組

（
中
山
間
地
の
取
組
も
含
む
）」、
富

山
県
射
水
市
の
「
老
朽
空
き
家
対

策
」
の
研
修
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
大
変
ハ
ー
ド

な
行
程
で
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
と
安
全
性
の
担
保
、
地
場
産

業
の
振
興
、
中
山
間
地
に
お
け
る

農
業
の
在
り
方
、
空
き
家
対
策
と

ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
議

員
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

暑
い
季
節
が
続
き
ま
す
が
、
皆

様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
は
ご

留
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
私
も
、
額
と
、
脳

み
そ
に
汗
し
、「
笑
顔
輝
く
幸
せ
な

雲
南
」
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　

廣
野
祐
二

編
集
後
記

上
げ
は
、
利
益
の
確
保
に
裏
付
け
ら

れ
た
形
で
行
わ
れ
る
べ
き
。
物
価
高

騰
対
応
補
助
金
、
人
材
確
保
支
援
事

業
補
助
金
等
に
よ
り
、
県
等
と
共
に
、

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
た
い
。
事

業
承
継
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
皆

様
が
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

市
や
商
工
会
が
関
与
し
、
そ
の
あ
と
、

島
根
県
の
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
等
へ
引

き
渡
し
て
い
き
た
い
。

※
今
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
事
業
は
、
個
人
の
も
の
で
は
な

く
、
公
的
な
仕
事
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
未

来
に
向
け
て
し
っ
か
り
引
き
継
い
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

雲
南
市
中
期
財
政
計
画
に
お
い

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
原
因
は
何
で
あ
る
か
を
問
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
市
民
が
安

問

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

早
急
に
改
善
の
方
向
性
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。
又
、
令
和
５
年
度
の
統
一

的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
に
お
い

て
、
住
民
１
人
当
た
り
の
負
債
額
が
、

１
１
７
万
円
、
住
民
１
人
当
た
り
の

行
政
コ
ス
ト
が
約
82
万
円
と
類
似
団

体
と
比
べ
て
非
常
に
多
い
。
財
政
の

再
建
、
特
に
人
口
減
少
社
会
に
お
い

て
、
公
共
施
設
の
再
編
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
棚
卸
に
よ
る
徹
底
し
た
合
理

化
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

財
政
上
の
課
題
は
、
単
年
度
の

収
支
不
足
と
実
質
公
債
費
比
率
の
上

昇
で
あ
る
。
収
支
不
足
は
、
義
務
的

経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
等
）

の
増
加
と
、
歳
入
の
大
半
を
占
め
る

地
方
交
付
税
の
伸
び
が
見
込
み
に
く

い
こ
と
で
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率

は
、
公
債
費
が
令
和
11
年
度
を
ピ
ー

答

中
小
零
細
企
業
対
策
に

つ
い
て

質 問
2

財
政
問
題
に
つ
い
て

質 問
3

ク
に
増
加
す
る
一
方
、
地
方
交
付
税

の
伸
び
が
見
込
み
に
く
い
こ
と
で
あ

る
。
公
債
費
の
増
加
は
、
過
去
の
ベ
ー

ス
と
し
て
の
公
共
事
業
量
の
実
績
が

現
状
を
つ
く
っ
て
い
る
。
災
害
復
旧

事
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
交
付
税

措
置
が
行
わ
れ
る
起
債
で
あ
り
、
実

質
公
債
費
比
率
に
は
直
接
的
な
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
。
急
激
な
歳
出
の
削

減
は
、
地
域
活
動
等
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

　

７
月
に
入
り
、
例
年
よ
り
早
い

梅
雨
明
け
と
、
例
年
通
り
の
猛
暑

が
予
想
さ
れ
、
水
田
に
お
き
ま
し

て
は
、
水
不
足
や
、
高
温
被
害
、

カ
メ
ム
シ
の
発
生
等
、
心
配
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
何

よ
り
も
、
皆
様
に
は
、
熱
中
症
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
６
月
の
定
例
会
も
終

わ
り
、
す
べ
て
が
、
初
め
て
の
経

験
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
、
要
望
等
も
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
、
一
つ
一
つ
ま

じ
め
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

行
く
つ
も
り
で
す
。

　

７
月
に
は
、
議
員
視
察
で
、
島

根
原
子
力
発
電
所
、
新
潟
県
三
条

市
の
「
伝
統
的
地
場
産
業
の
取
組

る
。
財
政
の
健
全
化
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
、
効
率
化
は
、
避
け
て

通
れ
な
い
重
要
課
題
で
あ
り
、
各
論

と
し
て
、
施
設
の
更
新
や
大
規
模
な

修
繕
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
徹
底

し
た
議
論
を
重
ね
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
事
務
事
業
の
見
直
し
の
徹
底
と
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
業
務
の
効

率
化
、
総
合
セ
ン
タ
ー
や
窓
口
業
務

の
在
り
方
の
検
討
な
ど
、
行
政
改
革

を
推
進
す
る
。


